
　平成５年に発足した調理宅配ボランティア「ほのぼの会」が、結成30周年を迎えました。
　遠野市内の一人暮らし及び二人暮らしの高齢者や、事情により調理が困難な方へお弁当を届け、食
生活の改善や孤独感の解消に寄与しています。雨の日も風の日も雪にも夏の暑さにも負けず、30年間
で13万食以上のお弁当が利用者宅へ届けられました。
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令和４年度事業報告

遠野市社会福祉大会長表彰

小友町地域福祉推進研修会

感染症対策の取組み

　　　誰もが住み慣れた地域で、その人らしく暮らし続けることが出来るよう「たすけあい、ささえ

あう、福祉でとおのづくり」を社協職員一丸となって取り組みました。

１　法人全体の福祉でとおのづくり推進

　　　市内９か所の地区センター等に丸ごと相談員が配置された

ことから、「新たな地域支え合い」の取り組みが一層拡大す

ることができました。

　　　保育、介護、障害支援など７法人が専門分野を超えて遠野

市社会福祉法人等連絡会を立ち上げたことで、遠野の福祉を

将来にわたって支える取り組みを進めることが可能となりま

した。

　　　また、オール社協の連携・協働の推進として、地域福祉系

職員と介護保険事業系職員の交流人事も進め、業務のゼネラ

ル化を進めました。

２　総務企画

（１）　第９回遠野市社会福祉大会を開催し、社会福祉の増進に寄

与された１５５名（個人１４６名、９団体）の表彰を行いま

した。

（２）　社会福祉法人等連絡会で連携・協働による事業開発に向け

た検討をし、定期総会において令和５年度は「市民向け出前

講座への講師派遣事業」と「学校向け福祉教育推進事業」の

２つの事業に取り組むことにしました。

３　地域福祉

（１）　市内９か所の地区センター等に丸ごと相談員を配置すると

ともに、制度の狭間をつなぎ、途切れることのない相談・支

援体制の構築をさらに強化するため、包括化推進員を健康福祉の里（福祉課）に配置し、多職種

によるチームでの支援に取り組みました。

（２）　自立生活相談事業に就労準備支援を追加受託し、専任の相談支援員を配置して、対象者に合わ

せたプログラムで支援を強化しました。

（３）　地域福祉推進研修会を小友町、土淵町で開催しました。

４　在宅福祉

（１）　介護職員等の処遇改善（処遇改善加算、ベア加算）の体制整備を行いました。

（２）　法人連携として、宮守町の居宅介護支援事業所を１つに統合し、宮守町における相談機能を強

化しました。

（３）　感染症、災害等の事業継続（感染BCP、災害BCP）の取り組みとして、BCP に基づく研修会、シミュ
レーション訓練を行い、平時の感染対策、感染者発生時の迅速な対応を実践しました。
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　資金収支計算書では当期資金収支差額が20,432千円（対前年度比28,283千円増）となり、当期末

支払資金残高は259,142千円となりました。また事業活動計算書では当期活動増減差額が75,250千円

（対前年度比93,343千円増）となり、次期繰越活動増減差額は373,597千円となりました。

　黒字決算の要因としては、臨時的収入として福祉基金の有価証券売約益19,246千円、ショートステ

イ上郷の施設借入金繰上償還金補助金60,906千円を遠野市から支援を受けたことによります。

　事業活動計算書の特徴的は収益及び費用については下記のとおりです。

令和４年度決算報告

【収益合計】 【費用合計】 715,022千円790,273千円

介護保険
事業収益

510,140千円

障害福祉サービス等
事業収益
8,758千円

医療事業収益
5,255千円

地域福祉
事業収益
171,882千円

経常経費寄附金収益
786千円

その他の
サービス活動外収益
4,022千円

施設整備等補助金収益
60,906千円

固定資産受贈額
300千円

固定資産売却益
1,396千円受取利息配当金収益

7,582千円

有価証券売却益
19,246千円

事業費
89,223千円

事務費
71,970千円

減価償却費
14,155千円

助成金・負担金
20,916千円

人件費
512,267千円

利用者負担軽減額
3,500千円

支払利息
711千円
固定資産売却損・

処分損
179千円

徴収不能額
75千円

その他の費用
2,026千円

（４）　介護保険事業所経営適正化チーム（管理職）による施設人員配置基準実施検討について、令和

５年度に向けて体制の整備をしました。

（５）　 経営改善タスクフォース（若手職員）を立ち上げ、経営基盤の安定化を図るための検討を行
いました。

（６）　 ショートステイ上郷の持続可能な経営基盤の確立に向け、独立行政法人福祉医療機構から借
り入れた１億円の残債60,906千円を、遠野市のご支援により繰り上げ償還しました。

（１）収益の増減

　① 介護保険事業収益　　10,529千円増
　② 地域福祉事業収益　　 9,534千円増
　③ 有価証券売却益　　　19,246千円皆増
　④ 施設整備等支援補助金60,906千円皆増
　　（遠野市から繰上償還金補助金）

　⑤ 固定資産売却益　　　 1,396千円皆増
　　（第２種福祉の森市有林売却）

（２）費用の増減

　① 助成金負担金10,155千円増
　　（ともり会から出向職員経費）

　② 人件費　　　 1,933千円減
　③ 事業費　　　  3,445千円増
　④ 事務費　　　  2,367千円増
　⑤ その他の費用  2,026千円皆増
　　（借入金返済弁償補償金） 
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再任にあたって

遠野市社会福祉協議会役員及び評議員就任のお知らせ

役員（理事・監事）　任期　令和５年６月26日～令和７年定時評議員会終結の時まで

評議員
任期　令和５年６月26日～
　　　令和７年定時評議員会終結の時まで（残任期間）

氏　名 選任区分

及川　清人 社協綾織支部

留場　和夫 社協土淵支部

佐藤　秀夫 社協鱒沢支部

佐々木君惠 市ボランティア連絡協議会

役職 氏　名 選任区分 役職 氏　名 選任区分

会　長 及川　増德 知識経験者 理　事 常川　律子
社会福祉事業関係者
（精神障がい者家族会）

副会長 松田　克之
地域住民代表関係者
（ふるさとづくり市民会議）

理　事 海老　糸子
社会福祉事業関係者
（地域婦人団体協議会）

常　務
理　事

菊池　文正 知識経験者 理　事 菊池　浩之
社会福祉事業関係者
（松寿会長寿の森吉祥園）

理　事 石直　典高
地域住民代表関係者
（社協附馬牛支部）

理　事 菊池　林蔵
ボランティア関係者
（ボランティア連絡協議会）

理　事 佐藤　正市
地域住民代表関係者
（社協上郷支部）

理　事 菊池　　寿
関係行政機関
（遠野市）

理　事 齋藤　春夫
地域住民代表関係者
（社協達曽部支部）

総　括
監　事

菊池　伸晃 財務管理経験者

理　事 立花弥代子
社会福祉事業関係者
（民生児童委員連絡協議会）

監　事 宮田　　実 社会福祉事業経験者

　去る６月26日の理事会において、引き続き会長職を担うことになりました。
微力ではありますが、遠野市社協の目的達成に取り組んで参る所存です。

　会長職を務めるにあたって、２つの点に注力し、役割を果たして参りたいと考

えています。

　１点目は、令和７年度までの５か年計画である「遠野市地域福祉活動計画

2021」と「中期経営計画2021」の着実な推進に努めることです。コロナ感染症
の感染拡大で事業中止や縮小を余儀なくされ事業効果等に多大に影響を受けた２

年間でありましたので今年度は一歩踏み込んで計画推進に努め、成果をしっかり

上げて参りたいと決意を新たにしております。

　２点目は、持続可能な組織運営の確立に努めることです。そのためには、質の高いサービスを提供

する職員の研究・研修の充実と処遇改善を図って参りたいと考えています。

　人口が減っても、また高齢化率が高くても、地域が助け合い、支え合っていけば、明るく心豊かに

生きていくことは可能です。

　地域の困りごとの解決につながる組織運営に、役職員一丸となって取り組んで参りますので、何卒

よろしくご支援賜りますようお願い申し上げます。

会長　及川　増德
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岩手県共同募金会　遠野市共同募金委員会

令和 4年度事業報告令和 4年度事業報告

赤 い 羽 根 募 金 運 動

歳 末 た す け あ い 運 動

← 運動開始セレモニー

街頭募金の様子 →

＊歳末たすけあい激励金配分実績

令和４年度決算報告

本部経理区分
（単位：円）

寄付金経理区分
（単位：円）

対象世帯 件数 金額

ひとり暮らし高齢者世帯 98件 495,000 円

高齢者夫婦世帯 28件 140,000 円

介護を要する人がいる世帯 55件 275,000 円

母子・父子世帯 18件 90,000 円

里親世帯 1件 5,000 円

その他支援が必要な世帯 40件 205,000 円

合　　計 240 件 1,210,000 円

事務費交付金収入 721,000

繰越金収入 5,134

利息収入 3

収入合計 726,137

本会への支出 0

事業費支出 676,829

支出合計 676,829

繰越残金 49,308

赤い羽根募金収入 6,857,675

1）一般募金収入 5,958,675

2）法人募金収入 899,000

歳末募金収入 2,570,305

災害支援金収入 0

収入合計 9,427,980

一般募金送付金 9,427,980

支出合計 9,427,980

繰越残金 0

　共同募金運動にご協力いただきありがとうございます。令和４年度の事業報告をいたします。

　令和４年度の遠野市共同募金委員会の決算は次のとおりとなります。

【募金総額】
６，８５７，６７５円（達成率：98.4％）
　戸別募金の他、法人、学校、福祉施設等の職員
の皆様のご協力をいただきました。

　令和４年度に寄せられた募金は、令和５年度の地域福祉活
動や、ボランティア育成、社会福祉施設の整備費、災害等に
よる支援費などに役立てられます。

【募金総額】
２，５７０，３０５円（達成率：94.3％）
　戸別募金の他、篤志募金として個人・団
体の皆様のご協力をいただきました。

　市民の皆様から寄せられた募金は、市内
のひとり暮らし高齢者世帯や、介護を必要
とする世帯、母子・父子世帯等240件に激
励金として配分し、役立てられました。
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　当会が実施する「配食サービス」は、市内在住の

調理が困難な一人暮らし及び二人暮らしの高齢者等

を対象に食生活改善や安否確認、孤独感の解消を目

的に実施されております。

　この事業は個人ボランティアや企業ボランティア

に支えられ運営されており、なかでも調理宅配ボラ

ンティア「ほのぼの会」は事業開始当初の平成５年

から活動を開始し、中心的な役割を果たしておりま

す。

　この度「ほのぼの会」結成30周年の節目を迎え、
６月17日に記念式典が開催されました。
　式典には会員約60名が出席し、30年以上活動を
された会員２名、20年以上活動をされた会員6名に
感謝状が贈呈されました。会員として30年活動さ
れ感謝状を受け取った萬朋子さんは「何か役立てる

〜気持ちを込めて弁当を作るボランティア〜

〜弁当を受け取り、利用者宅に宅配出発〜

〜結成 30 周年記念式典に参加された会員、関係者の皆様〜

••••••••••
遠野町、松崎町、綾織町で活動する宅配ボランティアを募集します。

活動日時：11時20分頃から１時間程度（土日祝を除く）
活動場所：遠野市総合食育センターで弁当を受け取り、
　　　　　各家庭に届けます。
　　　　　（１回の活動で５軒前後に宅配します）
そ の 他：活動は月に１、２回程度。自家用車で配達できる方。
　　　　　（半年ごとに交通費を支給します）　　【問い合わせ】在宅福祉課　 ☎６２－８４５９

宅配ボランティア募集

ことはないかな、と始めたのがきっかけ。宅配ボランティアを30年続けてこられたことは大きな喜
びです。これからも気張らずに続けていきたい。」と話されました。

　式典で荻野訓会長は「ほの

ぼの弁当は食べる人も作る人

もほのぼのと元気。宅配ボラ

ンティアはお元気ですか？と

声掛けをしながら、30年を
迎えた。結成当初の先輩方の

頑張りが繋がって今がある。

事故もなく今日を迎えたこと

をお祝いしたい。」と話され

ました。

調理宅配ボランティア

「ほのぼの会」
結成30年

いつ
までも、ほのぼのと元気

に！
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【青笹町】 　「高齢者一人暮らし交流会」開催

【小友町】　「夜学会～救急法について学ぼう～」開催

　５月22日、青笹地区民生児童委員協議会主催の「高
齢者一人暮らし交流会」が青笹地区センターで、対象者、

スタッフ合わせて36名が参加し、開催されました。
冒頭で、来賓の社協青笹支部の菊池信也会長から「今日

はとにかく笑って楽しんでいってください！」と活力あ

ふれる挨拶をいただきました。

　同じく、来賓の青笹駐在所谷藤義樹署長より挨拶と防

犯についての講話をいただきました。

　５月23日、平成26年から続いている「夜学会」が約４
年ぶりに、ふれあいホーム小友にて開催されました。

　「夜学会」は、ふれあいホーム小友職員と地域住民が一

緒に福祉分野について学ぶ機会として設けられました。

　今回は遠野市消防本部職員を講師に招き、「救急法につ

いて学ぼう」をテーマに、民生児童委員3名と職員10名が

救急救命講習を行いました。

　講義では、救急車が来るまで、周りに居合わせた一人ひ

とりが重要な役割を担っていることを再確認し、熱中症や

講和する谷藤義樹署長

昔語りをする菊池貞子氏

意識確認の指導を受けている様子

心肺蘇生と AED の実技の様子

　催し物では、もりもり健康塾の菊池英子氏と菊池明

美氏のいきいき100歳体操体験会が実施され、介護予
防の取り組みを体験しました。また同町にお住いの、

遠野昔話語り部の会の菊池貞子氏の昔話語りが披露さ

れ、参加した方々は魅力ある昔話に耳を傾けていまし

た。

骨折など様々な症状に対しての応急処置を含めた実技指

導を受けました。

　参加された民生児童委員から「何年か前にも救命講習

を受けたが、忘れていることも多く、再確認することが

できた。」「いつ救急場面に遭遇するか分からない。機会

があれば受講したいと思っていた。」「地域にとってどう

すれば住み良いのか、これからも職員と一緒に考えて行

ければ良い。」などの感想が聞かれました。

地域福祉情報
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事務所移転のお知らせ
宮守福祉センター　居宅介護支援事業所宮守　在宅介護支援センター宮守（ともり会）

　７月１日より、宮守総合支所から遠野市宮守健康管理セン
ターへ事務所移転となりましたのでお知らせいたします。
　新しい事務所では専用相談室を設けており、より一層プライ
バシーに配慮した環境を整えております。また、バリアフリー
の観点から靴のまま入館（栄養指導室等の一部を除く）できま
すので、皆様、お気軽にお越し下さい。

新 住 所：遠野市宮守町下宮守29地割73番地１
営業時間：８時15分～ 17時15分（土日を除く）
連 絡 先：宮守福祉センター　　　　　☎67−2833
　　　　　居宅介護支援事業所宮守　　☎67−2116
　　　　　在宅介護支援センター宮守　☎080−1662−1346

地域福祉の充実に向け関係者が結束

職員募集（令和６年度採用）職員募集（令和６年度採用）

　9月 23日に開催する、遠野市福祉バザーで販売する物品の提供をお願いしております。
　このバザーの売上は、福祉関係団体の運営費や、赤い羽根共同募金への寄附となり、市内の地域福
祉活動に役立てられます。

遠野市福祉バザー

物品提供のお願い

提供いただきたいもの
せっけん、タオル、シーツなどの日用品

贈答品、雑貨、台所用品など

（新品・未使用品でよごれのないもの）
※物品の状態によっては、引き取れない場合もござい
ます。予めご了承ください。

物品の受付・問い合わせ先
　遠野市総合福祉センター
　　　（松崎町白岩字薬研淵 1-3）　

     T E L  6 2－ 8 4 5 9
　　　FAX　 6 2－ 9 3 1 1

     締切：8月 31日（木）まで
主催：遠野市福祉バザー実行委員会

9 月 23日（土）開催
9月 23日（土）開催

詳細は 「福祉だより 8月臨時号」 で

お知らせします

お知らせ 

社協で一緒に働きませんか？

募集期間：８月１日～８月 18 日

採用試験：８月 27 日（日）

採用職種：正職員

採 用 日：令和６年４月１日採用

資格要件：① 社会福祉士

　　　　　② 看護師（准看護師含む）

　　　　　③ 介護支援専門員（ケアマネ）

　　　　　④ 介護福祉士

　　　　　※資格については取得見込み可

採用職員：若干名

応募条件：大卒、短大卒、専門学校卒の者

　求人情報については、ハローワークの求

人情報で確認して下さい。

【問合せ先】総務企画課　菊池

　　　　　０１９８−６２−８４５９

ヘルパーステーション薬研淵
～買い物支援のご案内～

　ヘルパーステーション薬研淵では、要介護高齢
者等の在宅生活を支えるため、介護保険サービス
として買い物支援（生活援助）を行っております。
　買い物代金は、毎月のヘルパー利用料と一緒に
指定の口座から引落しされる仕組みとなっており
ます。
　買い物支援をご希望される方は、下記事業所ま
たは担当のケアマネジャーまでご相談ください。
　【連絡先】　ヘルパーステーション薬研淵
　　　　　　☎63−1233

依頼品を購入するヘルパー
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無料弁護士相談

心配ごと相談

心配ごと相談・無料弁護士相談
日程のご案内

　9月 23日に開催する、遠野市福祉バザーで販売する物品の提供をお願いしております。
　このバザーの売上は、福祉関係団体の運営費や、赤い羽根共同募金への寄附となり、市内の地域福
祉活動に役立てられます。

遠野市福祉バザー

物品提供のお願い

提供いただきたいもの
せっけん、タオル、シーツなどの日用品

贈答品、雑貨、台所用品など

（新品・未使用品でよごれのないもの）
※物品の状態によっては、引き取れない場合もござい
ます。予めご了承ください。

物品の受付・問い合わせ先
　遠野市総合福祉センター
　　　（松崎町白岩字薬研淵 1-3）　

     T E L  6 2－ 8 4 5 9
　　　FAX　 6 2－ 9 3 1 1

     締切：8月 31日（木）まで
主催：遠野市福祉バザー実行委員会

9 月 23日（土）開催
9月 23日（土）開催

詳細は 「福祉だより 8月臨時号」 で

お知らせします

　遠野市ボランティア活動センターでは、
24時間テレビ協賛募金活動を実施します。
　街頭募金として、一緒に活動して下さる
方は、奮ってご応募ください。

日　　時　８月27日（日）午前9時～午後4時
場　　所　風の丘、アクティ、ちょボラ
　　　　　高校生以上６名　※先着順
申込締切　７月31日（月）
申 込 先　遠野市社会福祉協議会
　　　　　ボランティア活動センター
　　　　　☎62－8459

～明日のために、今日つながろう～～明日のために、今日つながろう～

協賛募金活動協賛募金活動
スタッフ募集中！スタッフ募集中！

◇遠野地区：遠野市総合福祉センター相談室
　　　　　　☎62−9260（開設時のみ）
日時：8月4日（金）、8月18日（金）
　　　9月1日（金）、9月15日（金）
　　　午前10時～午後４時
◇宮守地区：宮守健康管理センター相談室
　　　　　　☎67−2833
日時：8月23日（水）、9月20日（水）
　　　午前10時～午後４時

※一人30分から１時間以内となります。
　◇宮守総合支所相談室
　　8月23日（水）午前10時～午後５時
　◇遠野市総合福祉センター相談室 
　　9月15日（金）午前10時～午後５時

【予約・問い合わせ】　遠野市社会福祉協議会
　地域福祉課　　　　☎62－8459
　宮守福祉センター　☎67－2833

　住民が抱える様々な相談に対し、解決へのアド
バイスや専門機関及び関係機関への紹介を行って
います。また、遠野ひまわり基金法律事務所の協
力を得て、無料弁護士相談を実施しています。
　一人で悩まずにお気軽にご相談ください。
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